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＜患者様連絡事項＞

・長根　矢一様～本日主治医指示にて胸部レントゲンを施行しています。左肺陰影あり、

　　　　　　　　　本日の昼より抗生剤セフジトレン（100）6Ｔ　3×ndE/4T（粉砕）

処方となります。

・大久保まつゑ様～今朝尿混濁あり。本日の昼より抗生剤セフジトレン（100）3Ｔ

3×ndE/3T（粉砕）処方となります。

・坂本　たみ様～他科薬のツムラ（漢方薬）は副作用として食欲不振が出るとの事で飲み切り中止となります。１週間ほど様子を見たいとの事でしたので食事摂取量の観察をお願いします。義歯のネーム入れは終了しています。

・高間木　八男様～陰部・頭痛の訴え聞かれ、ロキソニン１週間分処方となります。

・川村　和則様～風邪症状ない為、PLは飲み切り中止となります。

・市川　真紀子様～定期のハロマンスを筋肉注射しています。

・藤田　金弘様～今朝より喉の痛み聞かれていますが発熱はありません。引き続き様子観察して下さい。

・早川　忠様～義歯のネーム入れ終了しています。

・中野渡不二男様～全身の震えがある為、てんかん薬デパゲン100㎎が追加で臨時処方となります。　　　　　　　

・長谷川　陽一様～本日、外出予定でしたがご家族様が送迎できない為外出していません。明日はご家族様が送迎できるとの事でしたので外出は明日9時～14時に変更しています。お小遣いは医事へ連絡し5千円準備して頂くよう依頼しています。　　　　　　

・佐々木　尚子様～肛門周辺に化膿疹ありエルタシン軟膏処方となります。

・12/4（木）松橋清子様が東合併症室へ入院予定となります。

＜安ヶ平Dr診察情報・ケース検討＞

・豊巻　薫様～診察前に叫ぶことあります。理由として10/15から作業を休んでいない為、疲れたから叫んだと話していますが幻聴があったと話していることもあります。今回は服薬の調整はせず、次に叫んだ時は注射をすると主治医より伝えています。病状の観察をし、トラブルにも注意し、興奮して破損行為が以前あった方の為、注意していきましょう。

　　　　　　　　　脱肛や痔の観察をしていきましょう。

・蝦夷森　重男様～Bユニットへ移動したいと話しています。主治医はこのままAユニッ

トへずっといては喫煙や他者への菓子要求などの生活上の問題など行

動の確認が出来ない為、Bユニットへ移動し行動の確認をしていくよ

う話しています。現在嗜好品の要求多く、プログラムへの取り組みが

悪い事から、規則正しい生活を送れるようになってから移動を考える

ように伝えていきましょう。作業や活動の取り組み状況の観察をして

いきましょう。

・木村　格治様～診察時国立病院機構八戸病院へ入院希望され主治医へ紹介状の要求をすることあります。紹介状を書く事を断られると、本日急遽診察時国立病院機構八戸病院へ外出すると希望し、許可が出たため外出されています。帰院後、国立病院機構八戸病院より満床を理由に入院は断られたと帰院しています。イライラした様子はありません。

＜猪股Dr診察＞

・八木田真由美様～本日9時、終日隔離解除となっています。部屋は8号室のままです。面会の制限も解除となりますので、面会時は興奮やトラブルのないように注意・見守りしていきましょう。主治医より様子次第では大部屋への移動は許可が出ています。移動は看護の判断に任せるとの事です。診察時は妄想活発でまとまりのない発言聞かれています。他者へ危害を加えないようであればそのまま経過観察するようにとの事です。タバコの許可が出ていますので時間はAユニットの時間で１回１本で対応して下さい。主治医不在時の為の副主治医はつけないとの事です。

隔離解除後は、一度ホールへ出てきますがすぐに自室へ戻り臥床しています。問題行動はありませんが妄想発言活発に聞かれています。服薬は拒否無くスムーズに服用し表情は穏やか。こまめに話し掛け発言内容に注意し現実検討を促していきましょう。

本日生理中の為、売店でナプキンを購入しています。交換は問題なく行えています。臨時薬は継続処方となります。

＜隔離室入室患者様ケース検討＞

・小笠原　久年様～終日隔離で経過しています。昨日ご家族様へ電話をし攻撃的となることあります。付き添うスタッフは見守りをし、興奮するようであれば切り上げ自室へ誘導して下さい。夜間深夜帯で嗜好品の要求聞かれています。本日も活動へ参加していますが、眠気強く居眠り見られています。退室時は、問題行動はなく活動から戻り拒否無く入室しています。時間関係なく煎餅の要求をすることが多く見られていますので格子越しに時計を設置してい生活リズムを整えるよう介入していきましょう。また、隔離室へ入室した事を振り返って頂きましょう。

　＜要注目患者様ケース検討＞

・鳴瀬　裕之様～面会時お母様がきても素気なく物だけ受け取り、立ち去ることが多い。お母様は息子のことをもっと知りたいと話す事ある為、面会時は本人の日頃の様子を伝えたり、自室を見てもらいましょう。

＜患者様NCP評価及び検討＞

・中野渡　不二男様～問題点として全身の震えがあり、転倒のリスクが非常に高くなっています。ケアプランへ追加していきましょう。トイレに行く時や立ち上がる時はスタッフを呼ぶよう伝え付き添うようにしましょう。血漿凝集抑制剤服用している為、止血しづらいので体の痣や内出血がないか観察して行きましょう。

＜ＳＳＴ評価及び検討＞

担当者はメンバー表の見直しをお願いします。













